
４.(3)①河川整備計画の概要 参考資料3

対象区間 大臣
管理区間、並びに本計画
の目標の達成に必要 な施
策を講じる必要がある指定
区間及び流域

治水面・利水面の目標設定にあたっては、｢矢作川水系河川整備基本方針」で
示された将来計画に向け、段階的に安全河川整備計画の目標度を向上する
計画目標を設定するとともに、その計画規模や整備水準を超える豪雨・高潮・渇
水に見舞われたときには、被害を最小化できる信頼性の高い危機管理対策を講
じていきます。
河川環境面の目標設定にあたっては、従来の矢作川の河川環境の特性を踏ま
えます。
土砂管理の目標設定にあたっては、土砂生産域から海岸まで流域一貫として捉
えます。
矢作川における治水、利水、環境、総合土砂管理、維持管理等における諸課
題を解決し整備計画の目標を達成していくために "流域は一つ、運命共同体" と
いう共通認識を持ち、調和のとれた流域圏全体の持続的発展を目指します。

洪水・高潮等による災害の
発生の防止又は軽減

河川環境の
整備と保全

対象期間 整備目
標に対し河川整備の効果を発
現させるために必 要な期間とし
て概ね３０年間

河川水の適正
な利用及び流
水の正常な機
能の維持

総合的な土砂管理
0



松本 嘉孝 委員小池 則満 委員 小野田 幸生 委員

久保 正明 委員戸田 祐嗣 委員溝田 大助 委員

辻本 哲郎 委員長 内田 臣一 委員

豊橋河川事務所 所長

大野 栄治 委員

小野 悠 委員 矢作ダム管理所 所長

【開催概要】
日 時：令和5年1月17日（火） 10：00 – 12：00 
会 場：TKP ガーデンシティPREMIUM 名古屋駅前ホールA
【主な議事】
・最近の河川事業を取り巻く話題
・矢作川水系河川整備計画の進捗状況

(洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項)

第5回 矢作川水系流域委員会の開催
矢作川水系河川整備計画策定後、社会情勢の変化や地域の意向、河川整備の進捗状況や進捗の見通し等を適切に反

映できるよう整備計画の点検を目的として、河川に関する学識経験を有する委員を集めて「矢作川水系流域委員会」
を適宜開催しています。
今回「第5回 矢作川水系流域委員会」を開催し、最近の河川事業を取り巻く話題、矢作川水系河川整備計画の進捗

状況（洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項）についての報告に対して、意見を頂きました。

【主な意見】
・明治用水頭首工被災を教訓として、許可工作物の適切な維持管理に関して、
各施設の管理者と十分に連携をとって進めてほしい。

・利水ダムの事前放流の実績と合わせ、どの程度の効果が発揮されたかという
点も示してほしい。

・カーボンニュートラルにおけるダム運用の高度化に際しては、濁水の長期化
に繋がらないよう注意が必要である。

・樹木伐開について、どの河川でも再繁茂は課題であるが河川の特性を踏まえ
工夫して進めてほしい。

・樹木伐開や低水護岸等の整備を行う際には、それぞれの場における河川環境
に対する目標を設定し、治水とのバランスを踏まえ適切に進めてほしい。

・洪水ハザードマップの特性や使い方等を適切に伝えていくため、他の災害ハ
ザードマップとの違いや連携に着目した取組を検討してほしい。

・伐開樹木を有効活用することにより、カーボンニュートラルの実現に貢献す
ることができる。引き続き、再利用について検討を進めてほしい。

http://www.cbr.mlit.go.jp/toyohashi/index.html


①令和４年度の自然災害の被害（令和4年7月末大雨） 中部地方整備局

○ 令和4年7月26日から27日未明にかけて、東海3県において各地で大雨となり、気象庁より「記録的短時間大雨情報」が出された。
○ 矢作川流域では、1時間雨量は岡崎市で67.5㎜、西尾市で64.5㎜など、7月の観測史上最大を更新した。西尾市や岡崎市などにおいて、あわ

せて床上浸水が5棟、床下浸水が7棟発生。
○ 安城市を流れる半場川では、川が増水し、堤防右岸が決壊し、近くの水田が浸水した。豊橋河川事務所では、ドローンによる被災状況調査

とともに、照明車を派遣し迅速な復旧活動を支援した。

ドローンによる被災状況調査

照明車による夜間作業支援
応急仮復旧完了

（7月28日AM7時20分）

現地で支援内容を打合せ

半
場
川
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位置図

半場川堤防決壊箇所



①令和４年度の自然災害の被害（台風第15号） 中部地方整備局

出典：『令和４年９月の台風第15号に伴う大雨』出水概要令和4年9月29日・中部地方整備局河川部
（https://www.cbr.mlit.go.jp/kawatomizu/shussuijyoukyou/pdf/indexR04_september_taihu15/chubuchisei_01.pdf） 3



①令和４年度の自然災害の被害（台風第15号） 中部地方整備局

出典：台風第15号による主な被害状況等について（2022/11/14 13:00時点）・国交省（https://www.mlit.go.jp/common/001571776.pdf） 4

○ 河川は、静岡県合わせて２県が管理する計１６水系２８河川からの氾濫による浸水被害を確認。
やはぎがわ こうだがわ

このうち、矢作川水系広田川では堤防が決壊、家屋浸水なし。応急復旧完了。

○ 砂防は、静岡県合わせて１０県において、計１８１件の土砂災害が発生。静岡県（掛川市）の１件で、死者１名。
○ 道路は、高速道路・直轄国道で被災通行止め中の区間なし。補助国道・都道府県道で２県１２区間が被災通行止め。

○ 鉄道は、１事業者１路線で運転見合わせ中。（土砂流入等）
○ 静岡市の断水に対し、静岡県の工業用水（富士川水系）からの融通を許可 （9/25～10/3）
○ 海上保安庁が、断水が続く静岡市からの要請に対し、２４日から巡視船による給水支援を実施。

また、中部地方整備局が、飲用水や雑用水として給水可能な車両及び船舶を、２５日から静岡市・川根本町に派遣。

詳細調査中



〇令和4年9月台風15号による愛知県渥美半島太平洋沿岸に大量の流木等が漂着。
〇愛知県、豊橋市からの要望を受け、豊橋河川事務所では、27日～28日に表浜海岸など延長約50km
においてドローンによる調査を実施。災害復旧の申請に向けたデータを提供。

位置図

豊橋河川事務所職員による
ドローン調査状況

関係機関へのデータ提供状況

①令和４年度の自然災害の被害（台風第15号） 中部地方整備局
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岩津実績
河川整備計画における河道整備流量 5,600m3/s

河川整備基本方針における計画高水流量 6,400m3/s

H12.9東海豪雨 4,227m3/s
H25.9出水 3,547m3/s

矢作ダム完成（S46年）

平均値（S34～R2） 1,579m3/s
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河川整備基本方針（W=1/150）の対象雨量 321mm/2日

平均値（S34～R2） 156mm/2日

H12.9東海豪雨 383mm/2日

矢作ダム完成（S46年）

②近年の自然災害の被害（矢作川流域における状況）
○ 矢作川では、基準地点岩津（愛知県岡崎市）において平成12年9月洪水のときに戦後最大の流量（約4,230m3/s）が発生。
○ 平成12年9月洪水を発生させた降雨は、岩津地点上流域で2日間に約383mmを記録。
○ 近年の大規模な洪水は、平成25年9月に発生し、岩津地点で約3,550m3/sの流量を記録。

矢作川（岩津地点）の年最大流量および流域平均雨量（年最大2日雨量）

※R3は暫定値

中部地方整備局
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②近年の自然災害の被害（矢作川流域における状況）

高橋

岩津

米津

矢作ダム

●

■

●

○ 平成12年9月の東海豪雨では、矢作川直轄区間の豊田市街地部や上流指定区間にて越水氾濫が発生した他、流域内支川にて氾濫が発生。
○ 平成12年東海豪雨以降は矢作川本川では氾濫が発生していないが、平成20年8月豪雨（岡崎豪雨）では県管理河川の広田川における堤防決

壊、鹿乗川や乙川支川伊賀川での氾濫等が発生。
○ その後も矢作川流域内では、支川からの外水氾濫や内水氾濫がたびたび発生。

矢
作
川

豊田市

■H12.9東海（恵南）豪雨
（矢作川40ｋ付近 豊田市の氾濫状況）

■H12.9東海（恵南）豪雨
（矢作川71k付近 豊田市小渡の氾濫状況）

矢作川

■H20.8豪雨（広田川 幸田町菱池地先の
堤防決壊状況）

広田川

堤防決壊に
よる氾濫

■H20.8豪雨
（鹿乗川 岡崎市の浸水状況）

写真出典：矢矢矢矢矢矢矢 矢矢矢矢矢矢 （鹿乗川編）、H22.3

中部地方整備局

■H23.7豪雨（乙川沿川での内水状況）

写真出典：岡崎市提供 7



○ 明治用水頭首工の概要
 明治用水頭首工は、国営農業水利事業によりS26年からS32年にかけて造成。国営施設整備事業によりS53年からS58年に改修。
 H29年からR4年に堰柱やゲート設備等の耐震化対策を実施。

○ 施設の概要
 堰長167.3m(洪水吐133.0m、土砂吐26.05m、その他8.25m)
 受益面積安城市ほか7市 4,759ha(水田4,730ha、畑29ha) 最大取水量農水30.00m3/s、工水4.02m3/s

中部地方整備局

出典：東海農政局 明治用水頭首工復旧対策検討委員会資料より（一部矢印を加筆）

○ 漏水の状況

8

②近年の自然災害の被害（明治用水頭首工の被害状況）

令和4年5月31日 令和4年12月13日

矢
作
川

撮影：豊橋河川事務所



③矢作川水系流域治水プロジェクトの取り組み状況
○ 矢作川水系河川整備計画（平成21年7月30日）は、河川整備基本方針に基づいた河川整備の当面の目標であり、その対象期間は

概ね30年とする。
○ 令和3年3月には、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治

水対策、矢作川流域治水プロジェクトを策定。

矢作川水系河川整備計画 【H21.7策定】

鵜の首地区
水位低下対策事業

【R2～】

矢作ダム再生事業
【H30～】

堤防整備

矢作川水系流域治水プロジェクト
【 R3.3策定、R4.3改定】

矢作川水系流域委員会

矢作川水系流域治水協議会

頻発・激甚化する自然災害に対応した
「安全なまちづくり」に向けた取組 ：
・防災・減災のための住まい方や土地利用、
土地利用規制・誘導、
住宅浸水対策補助 等

河道掘削・樹木伐採等

流出抑制対策 ：
・利水ダム等８ダムにおける事前放流等
の実施
・雨水流出抑制施設による貯留・浸透機
能の拡充
・下水道（雨水）整備
・水田貯留、湛水区域の保全
・森林整備・保全、治山施設の整備、
砂防関係施設整備、
河畔林整備 等

早期復旧に備えた対策 ：
・防災拠点等の整備、広域防災
ネットワークの構築、排水作業準
備計画の検証

ソフト対策のための整備 ：
・水害リスクの高い区間の監視体制の整備、
水害リスク情報の空白域の解消、土砂災害
リスク情報の現地表示、土砂災害警戒区域
等の指定・周知 等

被害軽減対策 ：
・要配慮者施設避難確保計画の作成促進と
避難の実効性確保
・企業へのBCP作成セミナーの開催

住民の主体的な避難行動を促す取り組み ：
・「みずから守るプログラム」の普及促進
・防災講座、防災訓練
・洪水プッシュ型情報配信、水害リスクライン
配信、
・ハザードマップの周知、3D洪水ハザードマッ
プの作成
・住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・浸水センサー等による情報配信 等

環境

利水

総合
土砂

治水（工事・維持）

中部地方整備局
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グリーンインフラの取り組み：
・干潟再生、ヨシ原再生、かわまちづくり、小
中学生などにおける環境学習、ミズベリング、
自然観察



③矢作川水系流域治水プロジェクトの取り組み状況

出典：「国土交通グリーンチャレンジ概要、令和3年7月6日」（https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001412432.pdf） ※赤枠は上記資料に加筆

中部地方整備局

気候変動適応

国土強靱化

社会

経済

健康

脱炭素

生態系

グリーンインフラ

防災・減災

環境地域振興

10

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001412432.pdf


矢作川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～日本の産業を支える「ものづくり拠点」を水害から守る流域治水対策～

鵜の首地区水位低下対策事業
における整備イメージ

○ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生した
ことを踏まえ、矢作川水系においても、事前防災対策を進める必要がある。

○ 日本の産業を支える「ものづくり拠点」であるが、狭窄部や台地・山地に挟まれた地域に
都市機能や産業が集積し、水害リスクが高い流域であることから、河道掘削等の河道改
修や被害対象を減少させるための対策、広域防災ネットワーク構築等のソフト対策を合
わせて実施し、浸水被害の軽減・早期復旧を図る。

○ これらの取組により、国管理区間においては、戦後最大の平成12年9月洪水（東海（恵
南）豪雨）と同規模の洪水を安全に流し、流域における浸水被害の軽減を図る。

●氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・堤防整備、河道掘削、樹木伐採、橋梁改築、遊水地整備 等
矢作ダム再生

・流出抑制対策
（利水ダム等８ダムにおける事前放流等の実施、体制構築（関係者：国、愛知県、中部電力（株）など）、
雨水流出抑制施設による貯留・浸透機能の拡充、下水道（雨水）整備、水田貯留、
湛水区域の保全、森林整備・保全、治山施設の整備、砂防関係施設整備、河畔林整備 等）

●被害対象を減少させるための対策
・頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組
（防災・減災のための住まい方や土地利用、土地利用規制・誘導、住宅浸水対策補助 等）
・浸水ハザードエリア等における浸水対策
（止水板等設置工事費用補助、下水道施設の耐水化 等）

●被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・早期復旧に備えた対策
（防災拠点等の整備、広域防災ネットワークの構築、排水作業準備計画の検証）
・被害軽減対策
（要配慮者施設避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保、企業へのBCP作成セミナーの開催）
・住民の主体的な避難行動を促す取り組み
（「みずから守るプログラム」の普及促進、防災講座、防災訓練、洪水プッシュ型情報配信、水害リスク
ライン配信、ハザードマップの周知、3D洪水ハザードマップの作成、住民の水害リスクに対する理解
促進の取組、浸水センサー等による情報配信 等）

・ソフト対策のための整備
（水害リスクの高い区間の監視体制の整備、水害リスク情報の空白域の解消、土砂災害リスク情報の
現地表示、土砂災害警戒区域等の指定・周知 等）

※大臣管理区間以外は、県・市管
理河川の代表的な箇所（河川）
を示したものである。

※具体的な対策内容については、
今後の調査・検討等により変更
となる場合がある。

湛水区域の保全（豊田市）
浸水センサー等による
情報配信（岡崎市）

矢作川下流圏域
（広田川等）

河道掘削、堤防整備、堤防耐震対策、
橋梁改築、遊水地整備等

三河湾

伊勢湾

矢作川

矢作古川

矢作川流域

位置図

矢作川中流圏域
（家下川等）

河道拡幅、河床掘削等

乙川圏域
（乙川等）

堤防整備、河床掘削、橋
梁改築、遊水地整備等

矢作川上流圏域
（矢作川等）

堤防整備、河道掘削、
樹木伐採等

豊田市

湛水区域の保全

幸田町

雨水流出抑制施設

安城市

水田貯留

碧南市

防災拠点等の整備

西尾市

住宅浸水対策補助
下水道施設の耐水化

恵那市

森林整備・保全

根羽村

河畔林整備事業

岐阜県

治山施設の整備
砂防関係施設整備
河道掘削、樹木伐採

森林整備・保全

長野県

森林整備・保全
砂防関係施設整備

平谷村

防災講演会の実施

凡 例

氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

被害対象を減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・復興

のための対策
事前放流を実施するダム
遊水地整備
浸水想定範囲
（戦後最大の平成12年(東海(恵南)
豪雨)に対する想定氾濫解析）

大臣管理区間

愛知県

治山施設の整備
森林整備・保全

砂防関係施設整備

森林整備・保全

矢作ダム再生

事前放流
（利水ダム等８ダム）

河道掘削

【国交省】

鵜の首地区水低下対策

河道掘削

堤防整備

河道掘削

樹木伐採

【中部森林管理局・森林整備センター】

【国交省】

【国交省】

【国交省】

【国交省・中部電力】

【国交省】

岡崎市

止水板等設置

浸水センサー等による情報配信

下水道（雨水）整備

下水道（雨水）整備イメージ
（岡崎市）

排水機による事前排水

3D洪水ﾊｻﾞー ﾄ゙ﾏｯﾌﾟの作成

平成11年6月30日の湛水状況

現豊田スタジアム

矢
作
川

●グリーンインフラの取り組み 詳細次ページ

鋼製２

パネル型簡易止水版

止水板等設置
工事費補助制度
（岡崎市）

令和4年3月公表

11



○ 湿地や干潟が少なくなった日本では、矢作川河口の干潟は渡り鳥にとって貴重な場所・中継地となっています。また矢作川は、中上流部にも豊かな自然環境が広がっており、全国

屈指の製造業が広がる地域において、身近なところで自然と触れ合える場となっている。

○ 矢作川河口部において、シギ・チドリ類など多様な生物が生息・生育する干潟・ヨシ原環境を保全・再生することを目指し、概ね４年間（令和７年度）に、自然再生に取り組むとともに、

豊田市市街地においてまちづくりと連携した良好な空間形成を図り、地域の活性化に寄与するため、概ね４年間（令和７年度）に白浜地区のかわまちづくりの取組みを進めるなど、自

然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

※大臣管理区間以外は、県・市管理河川
の代表的な箇所（河川）を示したもの
である。

※具体的な対策内容については、今後の
調査・検討等により変更となる場合が
ある。

三河湾

伊勢湾

矢作川

矢作古川

矢作川流域

位置図

河道掘削

河道掘削、樹木伐採

【国交省】

●自然環境の保全・復元などの自然再生
干潟再生、ヨシ原再生

●魅力ある水辺空間・賑わい創出
かわまちづくり（豊田市）
高水敷のオープンスペースにおいて多様な利活用

干潟の再生

ヨシ原の再生

砂を投入して干潟を再生

地盤を下げてヨシ原を再生

河川敷が散策や休息の場とし
て活用されている。

H29.11撮影

ミズベリングフェスタ（豊田市）

干潟再生

ヨシ原再生

【全域に係る取組】
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援

●治水対策における多自然川づくり
河床環境（瀬・淵）の保全に配慮した河道掘削
河川敷で繁殖している鳥類の樹林環境に配慮した樹木伐採

●自然環境が有する多様な機能活用の取り組み
小中学生などにおける環境学習
ミズベリング、自然観察

矢作川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～日本の産業を支える「ものづくり拠点」を水害から守る流域治水対策～

●グリーンインフラの取り組み 『下流域の多様な生物の生息・生育環境の再生と市街地の良好な水辺空間の創出』

R元.5 撮影

河床環境保全

樹林環境保全
凡 例

事前放流を実施するダム

遊水地整備

大臣管理区間

治水メニュー

クリーンインフラメニュー

【豊田市】

【安城市】

【岐阜県】

治山施設の整備

森林の整備・保全

森林の整備・保全

【中部森林管理局・森林整備センター】

【岡崎市】

水田貯留

かわまちづくり

鵜の首地区水低下対策

河道掘削

多様な生息環境の保全

多様な生息環境の保全

多様な生息環境の保全

水田貯留

治山施設の整備

森林の整備・保全

森林の整備・保全

湛水区域の保全

森林の整備・保全

水田貯留

湛水区域の保全

森林の整備・保全

水田貯留

【国交省】、【豊田市】

【国交省】

【国交省】

【国交省】

かわまちづくり

水田貯留

水田貯留

令和4年3月公表
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矢作川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～日本の産業を支える「ものづくり拠点」を水害から守る流域治水対策～

矢作川では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。
【短 期】
・氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、中流部の堤防整備、河道掘削を中心に進め、中流部での浸水深・浸水面積の減少を図る。
・被害対象を減少させるための対策として、立地適正化計画における防災指針の検討等を推進する。
・被害の軽減、早期復旧・復興のための対策として、排水作業準備計画の検証や避難確保計画の作成促進、住民の水害リスクに対する理解促進の取組
等を推進する。

【中 期】
・引き続き、氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、中上流部の堤防整備、河道掘削、樹木伐採を進めることで、中下流部での浸水被害の解消を
図る。上流部でも鵜の首地区河道掘削を完了させ、浸水深・浸水面積の減少の減少を図る。

・被害の軽減、早期復旧・復興のための対策として、防災拠点等の整備の他、水害リスク情報の空白域の解消を進める。
【中長期】
・氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、矢作ダム再生事業を完了させ、流域全体での浸水被害解消を図る。
・被害対象を減少させるための対策、被害の軽減、早期復旧・復興のための対策についても引き続き実施し、流域全体の安全度向上を図る。

気候変動を踏まえた
更なる対策を推進

■河川対策
全体事業費 約１,６８９億円 ※1
対策内容 堤防整備、河道掘削、樹木伐採

堤防耐震対策、橋梁改築、
遊水地整備、
矢作ダム再生 等

■下水対策
全体事業費 約２１８億円 ※2
対策内容 下水道等の排水施設整備、

下水道施設の耐水化

※1：直轄及び各圏域の河川整備計画の残事業
費を記載

※2：各市町における下水道事業計画の残事業
費を記載

【事業費（R2年度以降の残事業費）】

【ロードマップ】 ※スケジュールは、今後の事業進捗によって変更となる場合があります。 ※各対策による旗上げでは、代表的な市町名を記載しています。
※■■■■：対策実施に向けた調整・検討期間を示す。

短期 中期

堤防整備
豊橋河川事務所

愛知県

河道掘削・樹木伐採
豊橋河川事務所
愛知県、岐阜県

橋梁改築 愛知県・豊田市

遊水地整備 愛知県

矢作ダム再生 豊橋河川事務所

利水ダム等８ダムにおける事前放流等の実施、
体制構築

矢作ダム管理所、愛知県、中
部電力（株）等

下水道（雨水）整備、水田貯留事業、湛水区域の保
全

豊田市、岡崎市等

森林整備・保全、治山施設の整備、河畔林整備、
砂防関係施設整備

愛知県、岐阜県、長野県、
中部森林管理局、
森林整備センター等

防災・減災のための住まい方や土地利用 豊田市、岡崎市等

土地利用規制・誘導（災害危険区域等） 豊田市、岡崎市等

防災拠点等の整備、広域防災ネットワークの
構築、排水作業準備計画の検証

豊橋河川事務所

要配慮者施設避難確保計画の作成促進と避難の
実効性確保

豊田市、岡崎市等

「みずから守るプログラム」の普及促進 愛知県

防災講座、防災訓練の促進、ハザードマップの
周知、3D洪水ハザードマップの作成、
住民の水害リスクに対する理解促進の取組

豊田市、岡崎市等

水害リスクの高い区間の監視体制の整備、
水害リスク空白域の解消

豊橋河川事務所

土砂災害リスク情報の現地表示
土砂災害警戒区域等の指定・周知

愛知県、岐阜県、長野県

河口部における干潟・ヨシ原再生（自然再生） 豊橋河川事務所

白浜地区水辺整備（かわまちづくり） 豊田市、豊橋河川事務所

瀬淵環境の保全（多自然川づくり） 豊橋河川事務所

被害の軽減、
早期復旧・復興のための

対策

被害対象を減少
させるための対策

グリーンインフラの取組

区分 対策内容 実施主体
工程

中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

矢作ダム再生事業建設着手

鵜の首橋等改築着手（豊田市）

広田川菱池遊水地、乙川遊水地等整備着手（愛知県）

鵜の首地区河道掘削完了

立地適正化計画における「防災指針」の検討

水田貯留事業等の推進（安城市）

森林整備・保全の推進（愛知県・岐阜県・長野県）

中流部河道掘削

中流部堤防整備

事前放流等の実施

防災拠点等の整備

避難確保計画の作成促進

「みずから守るプログラム」の普及促進

住民の水害リスクに対する理解促進の取組

水害リスク空白域の解消

土砂災害警戒区域等の指定・周知

河道掘削にあわせたアユ等に配慮した河床環境（瀬淵）の保全

ヨシ原再生（掘削）、干潟再生（掘削土の有効活用）

豊田市のまちづくりと連携した良好な水辺空間の創出

令和4年3月公表

水害リスク情報の空白域の解消
水害リスクの高い区間の監視体制の整備、
水害リスク情報の空白域の解消
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豊田市

岡崎市

幸田町

西尾市

碧南市

知立市

刈谷市

高浜市

安城市

豊田市

岡崎市

幸田町

西尾市

碧南市

知立市

刈谷市

高浜市

安城市

①河口部～矢作古川分派点
堤防整備L=1.6km

②矢作古川分派点～乙川合流点付近
堤防整備L=2.8km

⑥明治用水頭首工
～鵜の首区間

河道掘削V=350千m3

⑤矢作古川分派点～乙川合流点付近
河道掘削V=190千m3

③乙川合流点付近
～明治用水頭首工
堤防整備L=8.4km

④明治用水頭首工
～鵜の首区間

堤防整備L=1.0km

（整備予定箇所）

短期

矢作川水系流域治水プロジェクト【事業効果（国直轄区間）の見える化】
～日本の産業を支える「ものづくり拠点」を水害から守る流域治水対策～

短期整備（５カ年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約51％→約79％

中流部で河道掘削等を実施するこ
とで、岡崎、安城市街地等での浸水
被害の軽減を図ることが可能

中下流域の整備を進め、上流域で
の整備につなげることで、豊田市街
地での浸水被害の軽減を図ること
が可能

実施箇所・対策内容

⑤矢作古川分派点～乙川合流点付近
河道掘削V=540千m3

③乙川合流点付近
～明治用水頭首工
堤防整備L=1.4km

⑥明治用水頭首工
～鵜の首区間

河道掘削V=1080千m3

現在

短期
中期

中長期

【短期整備完了時の進捗】
② 矢作古川分派点～乙川合流点付近

堤防整備
76％→100％

③ 乙川合流点付近～明治用水頭首工
堤防整備

0％→86％
⑤矢作古川分派点～乙川合流点付近

河道掘削、樹木伐採
12％→35%

⑥明治用水頭首工～鵜の首区間
河道掘削、樹木伐採

17％→37%
⑦矢作ダム 矢作ダム再生

0％→0%

・外水氾濫のみを想定したものであり、内水氾濫を考慮した場合には、浸水範囲の拡大や、

浸水深の増大が生じる場合があります。

・また、この確率以下の洪水においても、侵食等により破堤する可能性があります。（※1）

・短期の図については、国直轄事業の実施による効果です。

・本資料は、調整中のものであり、今後事業進捗等により変更が生じる可能性があります。

令和4年3月公表
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矢作川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～日本の産業を支える「ものづくり拠点」を水害から守る流域治水対策～

○風水害ハザードマップの作成（幸田町）
• 想定最大規模洪水による浸水及び土砂災害を

対象とした風水害ハザードマップを作成し、町内
の全世帯に配布。

【令和３年度実績】
合計２２,０００部を作成配布

○止水板等設置工事費用補助制度（岡崎市）
• 建物の出入口や開口部に止水板を設置するこ

とで、浸水被害の防止や軽減を図ることのでき
る止水板の設置に対し、補助金を交付。

• 補助制度について出前講座や地域の防災イベ
ントなどで周知、案内を継続。

【平成２９年度～令和３年度末時点実績】
９件

○雨水貯留浸透施設設置補助事業（安城市）
• 「雨水貯留浸透施設」の設置に対し、平成１５年

度から補助を実施。
• 雨水をタンクで貯めたり、浸透マスでしみ込ませ

たりすることで降雨時における河川への流入負
担を軽減。

• 貯めた雨水は植物への散水や災害時の雑用水
などに有効利用。

【令和３年度実績】
雨水貯留槽 １３箇所
浸透ます １箇所
透水性舗装 ６０㎡
既存浄化槽転用雨水貯留槽９箇所

鋼製２

パネル型簡易止水版

鋼製１

樹脂製簡易止水版

氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備

整備率 ７９%

（概ね5か年後）

４市町村

（令和３年度末時点）

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施

３９施設

（令和2年度実施分）

山地の保水機能向上
および土砂・流木災害対策

治山対策等の実施箇所
２０箇所

（令和３年度実施分）
砂防関係施設の整備数

１施設
（令和３年度完成分）

立地適正化計画における
防災指針の作成

０市町村

（令和３年１２月末時点）

避難のための
ハザード情報の整備

洪水浸水想定区域
５河川

（令和３年１２月末時点）
内水浸水想定区域

２団体
（令和３年１１月末時点）

高齢者等避難の実
効性の確保

洪水 645施設
土砂 135施設

避難確保
計画

（令和３年９月末時点）

個別避難計画
5市町村

（令和４年１月１日時点）

令和4年3月公表
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■第５回矢作川水系流域治水協議会を開催（R4.3.14）

○ 令和4年3月に第5回流域治水協議会を開催し、令和３年度の関係者の取り組み内容を相互に確認すると共に、新たな考
え方を追加するなど、更なる「流域治水」の発展に向けて意見を頂いた。

中部地方整備局③矢作川水系流域治水プロジェクトの取り組み状況
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④矢作川治水協定に基づく事前放流の実施状況
○ 矢作川では、矢作川水系内の全ての既存ダム（8ダム）を対象として、令和2年5月29日付けで治水協定を締結。
○ 治水協定の締結により、最大約2,630万m3確保されることとなり、洪水時に洪水調節に利用可能な容量は、総有効貯水容量の約43%に強化。
○ 令和2年度は2ダム、令和3年度は3ダムで事前放流を実施。（令和4年度は事前放流の実施なし）

中部地方整備局

◆矢作川水系におけるダム（位置図）

◆治水協定における各ダムの洪水調節可能容量

※水利用への補給を行う可能性が低い期間等において水位を低下させた状態とする貯水
池運用を行うことにより確保可能な容量を含む

洪水名 洪水期間 実施ダム数

令和2年7月豪雨 7/3～7/31 2

令和3年6月梅雨前線 6/30～ 7/1 2

令和3年8月前線 8/11～8/19 1

◆令和２・３年の事前放流実施状況
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⑤矢作川水系総合土砂管理の検討実施状況 中部地方整備局

18

○ 矢作川の土砂生産域、ダム領域（山地河道領域）、河川領域、海岸領域における流砂系の健全化を図るため、関係機関等と調整・連携を
図って総合的な土砂管理を推進している。

○ 土砂管理の推進にあたり、学識経験者などからなる「矢作川水系総合土砂管理検討委員会」を設置し、矢作川流域の「森・川・海」と
いった一連の水・物質循環及び生物の生息・生育環境に配慮しつつ、流砂の連続性を確保するための水系一貫した総合土砂管理計画の策
定に向けた検討を進めている。



⑤矢作川水系総合土砂管理の検討実施状況 中部地方整備局

19

○ 矢作川では、矢作川水系総合土砂管理検討委員会を開催している。

■令和３年度委員会の概要
日時：令和4年3月22日
会議方式：ＷＥＢ方式
主な議事：
・土砂供給実験の実施状況
・土砂管理シナリオ（案）について
・課題解決に向けた取り組み（案）

土砂供給実験（置土）の実施状況

矢作ダム堆砂状況

【矢作川水系総合土砂管理計画」の進め方】
○引き続き堆砂対策施設のステージ（整備段階）
ごとに段階的に土砂管理を進めていく。

○実現可能な土砂管理シナリオに向けて、検討、
調整を行い、これらの結果を踏まえて「矢作川
水系総合土砂管理計画（第１版）」の取りまとめ
を目指す。



⑥流域圏一体化の取り組み状況 中部地方整備局

20

○ 河川管理者だけでは解決できない課題に対して流域一体となって取り組むために、河川管理者が中心となり矢作川流域圏に関係する各組
織のネットワーク化を図り連携を強化している。

○ 各組織や団体が実施している森林保全、水質保全、三河湾再生に向けた取り組み等について、今後の更なる充実に向け行政、住民、学識
者等が情報共有、意見交換を実施、さらに課題を解決するための場として「矢作川流域圏懇談会」を設け取り組みを進めている。



⑥流域圏一体化の取り組み状況 中部地方整備局

21

○ 令和3年度には、矢作川流域懇談会を実施した。

＜海部会＞ ＜川部会＞ ＜山部会＞

＜市民部会＞ ＜地域連携＞

「ごみの問題」「豊かな海の再⽣に向けた
取り組み」「海と⼈の絆再⽣」「⼟砂の問

題」の4つのテーマについて、情報共有と
意⾒交換を実施。

本川モデル：置き土実験、河川改修（鵜の首
地区）、流域治水プロジェクト
支川モデル：初音川ビオトーブ
に関する情報共有と意見交換を実施。

「流域圏担い⼿づくり事例集」「⼭村ミー
ティング」「森づくりガイドライン」「⽊づか

いガイドライン」の4つのテーマについて、
引き続き情報共有と意⾒交換を実施。

地域部会（⼭・川・海）合同でのバスツアーの企画・開催や、「マイク
ロプラスチック」「ネオニコチノイド系農薬」の2つのテーマで勉強会を
実施。

いい川・いい川づくりワークショップ、三河湾大感謝祭へ参加し、
流域圏懇談会の活動を発信。

東幡豆海岸現地視察

置土実験地（時瀬・越戸ダム）現地視察

初音川ビオトーブ現地視察
矢作川流域山づくりワークショップ

現地視察（岡崎市・豊田市）

市民講座（勉強会）
の開催

三河湾
大感謝祭
における
懇談会
展示ブース



⑦矢作川流域におけるカーボンニュートラル実現へ向けた取組 中部地方整備局

出典：「矢作川カーボンニュートラル(CN)プロジェクト」の全体像を取りまとめました、愛知県（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kasen/kasen20210901-1.html） 22

○ 愛知県ではカーボンニュートラルの実現を目指す取組の一環として「矢作川カーボンニュートラルプロジェクト」が進められている。
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